






要約:出生前診断による性染色体異常個体の遺伝相談例を呈示した。現在までに,文献上報

告されている出生前診断より発見された性染色体異常例について調査した。その帰結につ

いて検討した結果,治療的人工流産を避ける傾向のあることが見出された。また,性染色体

異常個体のみならず,ある種の常染色体異常個体(ダウン症候群)においても,治療的人工流

産を避ける事実があることが分かった。これらのことは,出生前診断に関わる遺伝相談につ

いて,重要な問題を提起していると考えられる。 


